
安
居
院
流
唱
導
の
範
囲

は
じ
め
に

－
そ
の
対
機
の
多
様
性
に
つ
い
て
Ｉ

　
こ
こ
で
、
安
居
院
流
唱
導
の
範
囲
と
い
う
の
は
、
安
居
院
流
が
、
い
か
な
る
人
々

を
対
象
に
し
て
、
唱
導
を
し
た
か
と
い
う
問
題
か
ら
発
す
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
説
話
に
現
れ
て
い
る
、
澄
憲
・

な
ら
ず
、
一
般
の
階
層
に
お
よ
ん
で
い
た
旨

を
と
り
あ
げ
て
、
貴
族
の
み

が
あ
る
。

　
小
論
で
は
、
そ
の
事
を
改
め
て
問
題
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
無
く
、
な
ぜ
そ

う
い
う
、
謂
わ
ば
多
様
性
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
多
様
性
は
ど

う
い
う
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
の
か
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
考
察
を
し
て
み
た
い

と
思
う
。

　
　
　
　
１

一
、
な
ぜ
多
様
性
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
多
様
性
と
い
う
こ
と
の
み
に
留
ら
ず
、
安
居
院
流
の
唱
導
と
は
、

い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
根
本
の
問
題
に
も
、
大
い
に
関
わ
っ
て
く
る
。
安
居
院

流
の
唱
導
と
い
う
と
、
従
来
多
く
残
っ
て
い
る
唱
導
文
集
の
類
『
言
泉
集
』
『
澄
憲

作
文
集
』
等
の
、
規
範
例
文
か
ら
受
け
る
印
象
に
依
っ
て
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
願
文
・
表
白
等
仏
前
で
楓
誦
す
る
漢
文
体
の
も
の
が
、
大
部
分
を
占
め
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
の
よ
っ
て
来
る

安
　
　
束

大
　
　
隆

と
こ
ろ
は
、
そ
の
よ
う
な
文
章
や
、
そ
の
よ
う
な
場
面
が
、
資
料
の
上
に
多
く
残

っ
て
い
る
こ
と
が
、
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
唱
導
文
集
の
類
や
、

公
家
の
日
記
等
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な

一
面
性
の
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
別
の
面
を
持
っ
て
い
た
と
、
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
が
、
貴
族
以
外
の
人
々
に
、
向
け
ら
れ
て
い
る
視
線
で
あ
る
。
此
等

の
全
て
は
、
次
の
三
つ
の
場
合
（
場
面
）
に
、
整
理
す
る
事
が
で
き
よ
う
。

　
　
（
Ａ
）
貴
族
の
み
を
相
手
に
し
た
場
合
。

　
　
（
Ｂ
）
貴
族
と
そ
れ
以
外
の
人
を
同
時
に
相
手
に
し
た
場
合
。

　
　
（
Ｃ
）
貴
族
以
外
の
人
の
み
を
相
手
に
し
た
場
合
。

　
以
下
、
順
序
と
し
て
、
そ
の
各
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
、
こ
こ
に
お
け
る
問
題
の
あ
り
か
を
、
よ
り
明
確
に

し
て
お
き
た
い
、
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

　
（
Ａ
）
の
場
合

　
こ
れ
は
、
貴
族
の
み
を
相
手
に
し
て
、
唱
導
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
、

改
め
て
例
を
引
い
て
、
説
明
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
（
Ｂ
）
の
場
合

　
こ
れ
は
、
大
寺
で
実
施
さ
れ
た
法
要
に
、
娘
賤
こ
ぞ
っ
て
参
詣
結
縁
す
る
場
合

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
周
知
の
『
古
今
著
聞
集
』
に
、
澄
憲
が
、
成
人
の
書
写
し

た
、
五
部
の
大
乗
経
の
供
養
の
為
に
、
南
都
に
請
ぜ
ら
れ
る
説
話
が
あ
る
が
、
一

度
は
南
都
の
法
師
に
拒
ま
れ
る
が
、
春
日
大
明
神
の
御
託
宣
に
よ
っ
て
、
結
局
導
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師
と
し
て
請
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
様
子
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
誠
に
富
婁
那
の
弁
舌
を
は
き
て
、
衆
人
感
涙
を
垂
ぬ
は
な
か
り
け
り
。
随
喜
の

　
あ
ま
り
、
南
京
こ
ぞ
り
て
、
我
も
我
も
と
臨
時
の
仏
事
を
は
じ
め
て
、
請
じ
け

　
る
程
に
、
布
施
は
し
た
な
く
多
と
り
て
Ｉ

と
、
描
写
し
て
い
る
。

　
　
華
厳
・
大
集
・
大
品
般
若
・
法
華
・
涅
槃
の
各
大
乗
経
を
書
写
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
多
大
な
出
費
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
南
部
の
憎
を
差
し
置
い
て
、

澄
憲
に
依
頼
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
更
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
澄
憲
の

名
声
が
、
洛
中
の
み
な
ら
ず
南
部
ま
で
、
及
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
「
我
国
第
一
の
能
説
を
き
か
ん
事
を
悦
お
も
ふ
に
」
と
い
う
春
日
明

神
の
言
葉
も
、
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
、
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
さ
て
、
そ
の
澄
憲
の
説
教
を
聴
聞
し
て
「
衆
人
」
は
、
感
涙
し
た
と
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
ー

こ
で
い
う
「
衆
人
」
は
、
文
字
ど
お
り
「
も
ろ
も
ろ
の
人
」
「
お
お
く
の
人
」
の
意

味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
大
乗
経
の
供
養
の
場
に
行
き
、
結
縁
し
た
「
も
ろ
も

ろ
の
人
」
は
全
て
、
澄
憲
の
説
教
に
、
感
涙
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
も
ろ
も
ろ

の
人
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
貴
賤
男
女
を
取
混
ぜ
て
の
「
も
ろ
も
ろ
の
人
」
で

あ
る
。

　
　
（
Ｃ
）
　
の
場
合

　
　
（
Ｂ
）
の
例
と
し
て
挙
げ
た
同
じ
『
古
今
著
聞
集
』
の
箇
所
に
、
南
部
で
多
く

の
布
施
を
得
た
澄
憲
が
、
京
へ
帰
る
途
中
に
、
山
だ
ち
（
山
賊
）
に
出
合
っ
た
。
力
者

法
師
以
下
逃
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
澄
憲
は
、
そ
の
山
だ
ち
に
説
教
し
て
、
出
家
さ

せ
て
し
ま
う
。

　
勿
論
、
山
賊
を
普
通
の
人
の
範
暗
に
入
れ
て
、
こ
こ
で
論
ず
る
の
は
、
い
さ
さ

か
奇
異
で
は
あ
る
が
、
広
範
囲
な
人
々
に
通
用
し
た
事
は
、
充
分
理
解
で
き
よ
宍

　
ま
だ
、
他
に
も
聖
覚
の
場
合
を
含
め
て
多
く
の
例
を
、
挙
げ
る
事
が
出
来
よ
う

が
、
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
・
（
Ｃ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
、
唱
導
が
な
さ
れ
た
事
は
、
納
得

で
き
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
色
々
な
場
が
、
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
問
題
を
と
く
為
に
は
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
の
仕
方
に
つ
い
て
、

少
し
考
え
る
事
か
ら
、
論
を
進
め
た
い
。
欽
明
天
皇
の
頃
に
渡
来
し
た
（
『
日
本
書

紀
』
）
仏
教
は
、
乾
柿
を
経
な
が
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
浸
透
し
て
い
く
。
し

か
し
、
そ
の
方
向
は
、
個
人
の
救
済
と
い
う
、
仏
教
本
来
の
目
的
で
は
な
く
し
て
、

国
家
の
鎮
護
を
願
う
、
所
謂
国
家
仏
教
で
あ
っ
た
り
、
現
世
利
益
を
願
う
も
の
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
肉
親
の
追
善
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
し
た
。

　
仏
教
は
最
初
貴
族
上
流
階
級
一
部
を
中
心
に
受
容
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

　
一
般
諸
文
化
と
同
様
、
聖
徳
太
子
の
政
治
政
策
、
聖
武
天
皇
の
諸
国
国
分
寺
建

　
設
政
策
と
相
侯
っ
て
、
漸
次
一
般
民
衆
の
中
に
浸
透
さ
る
べ
き
準
備
を
整
え
て

　
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
状
態
を
承
け
た
る
平
安
時
代
は
仏
教
の
民

　
衆
化
消
化
と
云
う
意
味
に
於
て
注
目
せ
し
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
平
安
時
代
に
入
る
と
、
浄
土
教
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
。
特
に
源
信
僧
都
の
『
往
生
要
集
』
以
後
は
、
そ
の
傾
向
が
、
一
段
と
顕
著
に

な
る
。
澄
憲
・
聖
覚
の
出
た
平
安
朝
末
期
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
現
世
に
利
益
を
得
た
い
と
い
う
要
求
。
後
世
に
菩
提
を
得
て
、
浄
土
に

往
生
し
た
い
と
い
う
願
望
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
の
人
の
要
求
で
あ
り
、
又
願
望
で

も
あ
る
。
勿
論
そ
れ
ら
の
望
み
を
、
成
就
さ
せ
る
手
段
に
は
、
各
々
の
立
場
に
お

い
て
、
自
ら
違
い
が
生
じ
て
く
る
。
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
、
経
済
的
に
も
裕
福

な
貴
族
達
は
、
堂
塔
伽
藍
を
立
て
、
太
法
要
を
お
こ
な
っ
た
り
し
た
。
】
方
、
時

間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
な
い
一
般
の
人
々
は
、
法
要
に
聴
聞
結
縁
し
た
り
、

一
紙
半
銭
と
い
わ
れ
る
僅
か
な
、
し
か
し
、
勢
一
杯
の
寄
進
に
、
現
世
利
益
や
後

世
を
、
期
待
し
、
ま
た
、
時
代
が
下
が
る
と
、
口
称
の
念
仏
に
、
望
み
を
繋
ぐ
こ

と
に
な
る
。
極
論
し
て
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
相
手
の
望
み
に
従
う
よ
う
に
し
て
、

唱
導
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
も
、
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
三
度
で
は
あ
る
が
、
先
の
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
を
想
起
し
よ
う
。

澄
憲
は
奈
良
坂
に
て
、
山
賊
を
教
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
法
印
、
「
し
ば
し
物
申
し
候
は
ん
」
と
て
、
十
二
因
縁
の
心
を
め
で
た
く
と
き
聞

か
せ
て
、
教
化
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
山
だ
ち
と
も
、
忽
に
悪
心
を
あ
ら
た
め
て
、
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帰
伏
せ
る
け
し
き
に
て
、
う
ば
ひ
と
る
所
の
物
ど
も
を
、
こ
と
ご
と
く
か
へ
し
あ

た
へ
け
り
。

　
澄
憲
は
、
「
十
二
因
縁
の
心
を
め
で
た
く
と
き
聞
か
せ
て
」
山
賊
を
教
化
し
、
そ

れ
を
聞
い
た
山
賊
は
、
「
忽
に
悪
心
を
あ
ら
た
め
て
」
澄
憲
に
帰
伏
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
説
教
の
内
容
が
「
十
二
因
縁
」
で
あ
る
。
「
十
二
因
縁
」
は
、
十
二
支
縁

起
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
因

果
を
説
く
、
所
謂
「
三
世
両
重
の
因
果
」
を
、
指
し
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

簡
単
に
言
う
と
、
過
去
の
行
業
に
依
っ
て
、
現
在
の
果
を
受
け
、
現
在
の
行
業
に

依
っ
て
、
未
来
の
果
を
受
け
る
と
い
う
因
果
の
様
相
で
あ
る
。
そ
う
い
う
十
二
の

相
を
「
め
で
た
く
と
き
聞
か
せ
」
ら
れ
た
山
賊
は
、
我
が
身
の
現
在
の
有
様
に
気

付
き
、
悪
心
（
布
施
物
を
奪
い
取
る
気
持
ち
）
を
改
め
、
奪
い
取
っ
た
物
を
か
え

し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
法
性
寺
ま
で
守
護
し
て
送
り
、
翌
日
に
は
、
本
島
（
も
と

ど
り
）
三
個
を
袋
に
入
れ
て
、
澄
憲
の
所
へ
送
り
届
け
て
い
る
。

　
こ
の
説
話
は
、
澄
憲
の
高
名
（
澄
憲
が
高
名
ふ
し
ぎ
、
此
事
に
待
り
）
を
語
る

も
の
で
あ
る
が
、
十
二
因
縁
を
と
き
聞
か
し
め
た
結
果
、
最
終
的
に
は
、
出
家
に

い
た
ら
し
め
て
い
る
。
逆
に
何
故
荒
々
し
い
山
賊
が
、
出
家
し
た
か
と
い
う
と
、

澄
憲
の
十
二
因
縁
の
教
化
に
触
れ
て
、
此
の
世
を
厭
い
捨
て
て
、
後
世
に
菩
提
を

得
て
、
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望
を
、
持
つ
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
現
世
に
利
益
を
得
た
い
と
い
う
要
求
。
後
世
に
菩
提
を
得
て
、
浄
土

に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
の
人
の
等
し
く
願
う
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
澄
憲
の
「
め
で
た
き
」
教
化
は
、
山
賊
を
し
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の

事
を
、
完
成
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
荒
々
し
き
者
に
対
し
て
、
浄
土
往
生
を
説
く

説
話
は
、
他
に
も
あ
る
。
周
知
の
『
今
昔
物
語
集
』
（
巻
1
9
・
1
4
）
「
讃
岐
国
多
度

ノ
郡
ノ
五
位
、
開
法
即
チ
出
家
セ
ル
語
」
に
で
て
く
る
源
大
夫
は
、
「
殺
生
ヲ
以
テ

業
」
と
し
、
「
因
果
ヲ
不
知
シ
テ
、
三
宝
ヲ
不
信
」
と
い
う
「
悪
シ
ク
奇
異
キ
悪
人
」

で
あ
っ
た
が
、
山
よ
り
帰
る
途
中
の
堂
で
、
仏
経
養
供
の
講
に
行
合
わ
せ
、
「
何
ナ

ル
事
ヲ
云
フ
ソ
」
と
立
ち
聞
く
。
講
師
は
、
意
を
決
し
て
。

　
此
ョ
リ
西
二
多
ノ
世
界
ヲ
過
テ
仏
ケ
在
マ
ス
、
阿
弥
陀
仏
ト
申
ス
。
其
ノ
仏
、

　
心
広
ク
シ
テ
、
年
来
罪
ヲ
造
り
積
タ
ル
人
ナ
レ
ド
モ
思
ヒ
返
シ
テ
ー
度
『
阿
弥

　
陀
仏
』
卜
申
シ
ツ
レ
バ
、
必
ズ
其
ノ
人
ヲ
迎
テ
、
楽
ク
微
妙
キ
国
二
、
思
ヒ
ト

　
思
フ
事
叶
フ
身
卜
生
レ
テ
、
遂
二
仏
ト
ナ
ム
成
ル
。

　
と
、
説
き
聞
か
せ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
源
大
夫
は
、
仏
弟
子
に
な
ら
ん
と
、
「
刀

ヲ
抜
キ
テ
自
ラ
馨
ヲ
根
際
ョ
リ
切
」
り
て
、
出
家
す
る
。
そ
の
後
は
、
「
衣
・
袈
裟

直
ク
着
テ
、
金
鼓
ヲ
順
二
懸
テ
」
金
を
打
ち
な
が
ら
、
高
声
に
「
阿
弥
陀
仏
ョ
ヤ
、

ヲ
イ
ヲ
イ
」
と
呼
び
つ
つ
、
何
処
ま
で
も
西
に
向
っ
て
行
き
、
つ
い
に
は
阿
弥
陀

仏
の
「
此
二
有
」
と
い
う
返
答
を
得
る
。

　
こ
の
場
合
に
も
、
「
必
ズ
極
楽
二
往
生
シ
タ
ル
人
ニ
コ
ソ
有
メ
レ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
阿
弥
陀
仏
の
西
方
浄
土
へ
の
往
生
を
、
願
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
明
白
で

あ
る
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
説
き
聞
か
せ
る
内
容
（
唱
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
教
義
）
に

は
、
貴
賤
の
区
別
の
な
い
事
が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
只
異
な
る
の
は
、
説

き
聞
か
せ
る
相
手
（
唱
導
の
対
象
）
が
だ
れ
か
と
、
い
う
事
に
問
題
が
、
し
ぼ
ら

れ
て
こ
よ
う
。

　
仏
教
に
関
す
る
教
養
を
持
ち
、
漢
籍
も
充
分
に
読
み
こ
な
せ
る
人
（
貴
族
）
に

は
、
そ
れ
に
応
じ
た
唱
導
を
す
る
。
そ
の
よ
う
な
仏
教
的
な
教
養
を
、
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
人
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
唱
導
を
す
る
。
唱
導
と
い
う
も
の
は
、

そ
う
い
う
多
様
性
を
も
っ
た
営
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
そ

の
対
象
が
、
よ
り
積
極
的
に
多
様
化
し
て
い
く
過
程
に
は
、
仏
教
の
側
の
い
う
な

れ
ば
、
お
家
の
事
情
と
も
い
う
べ
き
時
代
性
（
貴
族
制
度
が
危
う
く
な
り
、
そ
れ

に
牡
も
な
い
、
寺
院
の
所
有
し
て
い
た
多
く
の
荘
園
も
、
充
分
に
機
能
し
な
く
な

っ
た
。
）
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
、
多
様
性
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
も

の
と
、
思
わ
れ
る
。
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二
、
多
様
性
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
由
来
す
る
の
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
安
居
院
流
自
身
の
中
に
、
多
様
性
を
容
易
に
す
る
素
地
が
、
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
事
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
前
述
し
た
時
代
性
と
い
う
事
を
、
別
の
面
か
ら
、
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。

安
居
院
流
の
澄
憲
・
聖
覚
の
活
躍
し
た
時
代
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
ろ
う
か
。

　
澄
憲
　
大
治
元
年
（
一
二
一
六
）
　
－
建
仁
三
年
ニ
ニ
○
三
）

　
聖
覚
　
仁
安
二
年
（
一
ヱ
八
七
）
　
－
嘉
禎
元
年
（
一
二
二
五
）

　
　
法
然
　
長
承
二
年
（
一
二
二
三
）
　
－
建
暦
二
年
ニ
ニ
二
Ｉ
）

　
　
親
鸞
　
承
安
三
年
二
Ｉ
七
白
　
－
　
弘
長
二
年
（
二
ヱ
八
白

　
　
　
平
　
清
盛
　
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
　
－
　
治
承
五
年
三
一
ハ
ー
）

　
　
　
源
　
頼
朝
　
久
安
三
年
二
Ｉ
四
八
）
　
－
　
正
治
元
年
二
Ｉ
九
九
）

　
こ
の
年
表
を
見
る
と
、
澄
憲
・
聖
堂
が
、
ど
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
て
き
た
人

で
あ
る
か
が
、
理
解
で
き
る
。
聖
堂
と
法
然
・
親
鸞
の
結
び
付
き
も
、
既
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
（
巻
三
）
　
の
澄
憲
の
祈
雨
説
法

で
の
、
清
盛
と
の
逸
話
も
、
ま
た
頷
け
る
。
こ
れ
ら
の
時
代
性
は
、
い
わ
ば
外
か

ら
の
要
求
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
安
居
院
流
自
身
の
中
に
、
そ
れ
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
、
周
知
の

　
『
元
亨
釈
書
』
の
記
事
に
、
注
目
し
て
み
た
い
。

　
治
承
養
和
之
間
。
澄
憲
法
師
挟
結
事
之
家
学
。
（
中
略
）
１
性
具
出
舌
端
而
泉
湧
。

　
一
昇
高
座
四
衆
清
耳
。

　
晩
年
不
慎
戒
法
。
屡
生
数
子
。
長
嗣
聖
堂
克
家
業
課
承
演
。
自
此
数
世
系
嗣
腿

　
詰
。
能
生
隆
承
。
承
生
憲
実
。
実
生
憲
基
。
朝
廷
睦
其
論
導
緩
于
閑
房
。
以
故

　
氏
族
益
繁
。

　
傍
線
部
に
「
晩
年
不
慎
戒
法
。
屡
生
数
子
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
帯
し
て
、
数

子
を
も
う
け
て
い
る
。

　
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
、
澄
憲
の
系
図
を

実
兼
－
通
憲
－
澄

Ｔ÷¬
真
雲

海
恵

聖
覚
－
隆
承
－
憲
実
１
憲
基
－
憲
守

覚
位

（
他
六
人
）

と
あ
り
、

　
通
憲
に
は
、
出
家
法
名
信
西

　
澄
憲
に
は
、
四
海
大
唱
導
一
大
名
人
也
、
此
一
流
能
説
正
説
名
才
－
法
印
大

　
　
　
　
　
　
僧
都

　
聖
覚
に
は
、
天
下
大
導
師
、
名
人
也
、
能
説
名
才
、
安
居
院
三
会
－
法
印
権

　
　
　
　
　
　
大
僧
郡

　
と
、
各
々
註
が
し
て
あ
る
。
『
元
亨
釈
書
』
に
あ
る
通
り
、
血
族
を
以
っ
て

代
々
、
相
承
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
澄
憲
・
聖
覚
が
、
唱
導
の
名
人
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
当
然
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
て
、
論
じ
よ
う
と
思
う
の
は
、
「
晩
年
不
慎
戒
法
。
屡
生

数
子
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
帯
し
て
血
族
を
以
っ
て
相
承
し
て
い
る
と
、
言
う
事

で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
元
亨
釈
書
』
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
と
、
朝
廷
か
ら

も
、
緩
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
。
叡
山
の
法
印
が
、
い
わ
ば
、
堂
々
と
妻

帯
し
て
い
た
と
い
う
点
は
、
特
異
で
あ
る
。
勿
論
、
敏
信
沙
弥
（
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
）
や
餌
取
の
法
師
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
1
5
）
の
よ
う
に
、
妻
帯
の
例
が
無
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
高
僧
の
例
は
、
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
―
　
「
晩
年
不
慎
戒
法
。
屡
生
数
子
。
」
『
浄
土
伝
燈
録
』
巻
四
に
も
『
元
亨
釈
書
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

う
け
て
、
「
蓋
憲
初
台
嶺
之
徒
、
暮
倦
戒
律
、
屡
生
数
子
」
）
と
あ
る
が
、
先
の
年
譜

に
よ
る
と
、
聖
覚
の
生
年
は
、
仁
安
二
年
で
、
こ
の
年
父
澄
憲
は
四
十
一
才
で
あ

る
。
聖
覚
の
前
に
も
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、
二
人
子
供
が
あ
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
澄
憲
の
結
婚
は
、
お
よ
そ
三
十
五
才
前
後
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
ち
な
み

に
、
澄
憲
は
七
十
七
才
で
他
界
し
て
い
る
。
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な
ぜ
、
澄
憲
は
、
妻
帯
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
べ
き
資
料

を
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
先
の
『
元
亨
釈
書
』
に
も
、
そ
の
事
実
の
み
を
、

簡
単
に
記
載
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
澄
憲
が
、
唱
導
を
得
意
と
し
た

と
い
う
こ
と
と
、
妻
帯
と
は
、
関
連
が
あ
る
の
で
は
、
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
唱
導

を
す
る
為
に
妻
帯
し
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
す
く
な
く
と
も
、
妻
帯

し
た
こ
と
に
よ
り
、
澄
憲
の
説
く
と
こ
ろ
に
、
深
み
と
幅
が
出
て
き
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
否
め
ま
い
。
澄
憲
の
唱
導
に
つ
い
て
は
、
『
玉
葉
』
（
建
久
二
年
閏
十
二

月
五
日
）
　
に

　
澄
憲
法
印
未
、
即
始
、
上
郷
等
着
座
、
説
法
珍
重
、
太
白
常
、
実
是
当
時
之
逸

　
物
、
緬
素
之
才
芸
、
未
知
此
師
之
説
法
、
先
世
之
感
報
也
、

　
と
あ
り
、
そ
の
説
法
ら
す
ば
ら
し
さ
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
絹
素
之
才
芸
、
未
知
此
師
之
説
法
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
澄
憲
の
才
芸
は
、
世

俗
の
事
に
迄
、
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
勿
論
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

唱
導
に
、
色
々
な
知
識
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
『
徒
然
草
』
（
第
百
八
十
八
段
）
　
の
、
説
経
師
に
な
る
為
に
馬
か
ら
始
め
て
、

酒
を
習
い
、
早
歌
を
習
う
話
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
、
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
山

門
の
内
に
あ
っ
て
、
修
業
に
終
始
し
て
い
る
高
僧
な
ど
と
比
し
て
、
自
然
と
そ
の

興
味
の
あ
り
方
や
、
考
え
方
も
違
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
妻
帯
し
て
い
た
と
い
う
事
に
よ
っ
て
、
嗇
さ
れ
る
色
々
な
条
件
が
、
多
様
性
を

容
易
に
す
る
素
地
と
、
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
そ
の
対
機
に
対
す
る

多
様
性
は
ま
た
、
唱
導
の
場
に
応
じ
て
、
多
く
の
資
料
を
、
用
意
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
安
居
院
流
の
唱
導
が
、
責
族
の
み
で
な
く
、
一
般
の
階
層
に
も
お
よ
ん
で
い
た

事
実
に
着
目
し
て
、
そ
の
必
要
性
と
、
そ
の
よ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
、
考
え
た
。

　
当
時
の
人
々
が
、
仏
教
に
期
待
し
ま
た
望
ん
だ
も
の
は
、
現
世
の
利
益
で
あ
っ

た
り
、
後
世
の
菩
提
で
あ
っ
た
り
し
た
。
こ
の
願
望
は
当
然
な
が
ら
、
上
下
貴
賤

の
区
別
が
な
い
。
安
居
院
流
は
、
施
主
と
し
て
の
貴
族
階
級
の
衰
退
も
あ
っ
て
、

貴
族
以
外
の
人
々
の
、
そ
の
願
望
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
人
々
に
合
う
よ
う
に
、
唱

導
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
内
容
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
説
き
方
の
違
い
と
言
っ
た
方
が
、
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
容
居
院
流
の
唱
導
が
、
時
代
に
即
応
し
な
が
ら
、
多
様
性
を
も
っ
て
い
っ
た
裏

に
は
、
代
々
妻
帯
し
な
が
ら
、
唱
導
活
動
を
し
て
い
っ
た
と
い
う
姿
勢
が
、
窺
え

る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
態
度
が
、
機
や
場
に
応
じ
て
柔
軟
に
唱
導
し
た
、
澄
憲
・
聖

覚
を
祖
と
す
る
安
居
院
流
の
特
質
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　
　
注

①
安
居
院
の
澄
憲
・
聖
覚
小
考
　
　
後
小
路
薫
氏
「
宗
教
」
（
教
育
出
版
社
）
昭
和
5
3
年
‥
‥
１
１
月

②
『
古
今
著
聞
集
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
文
中
の
傍
線
は
、
私

　
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
三
一
段
「
澄
憲
法
印
奈
良
坂
の
山
賊
を
教
化
の
事
」

③
『
日
本
浄
上
阪
の
研
究
』
石
田
充
之
氏
（
百
華
苑
）
1
4
頁

④
追
善
と
い
う
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
る
が
、
少
し
性
質
が
違
う
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
詳
細
は
、
拙
稿
『
言
泉
集
』
を
成
立
さ
せ
る
要
素
　
「
別
府
大
学
国
語
国
文
学
」
第
1
9
号
を

　
参
照
。

⑤
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

⑥
こ
の
間
の
事
は
、
『
新
編
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
　
井
上
元
貞
氏
　
に
詳
述
さ
れ
て
い
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